
 

 

 

 

 

             

 

 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年   

7 月 

「同じ読みの漢字」 

（光村図書 五） 

１０月 

「漢字の読みと使い方」 

（光村図書 五） 

 

第４学年   

３月 

「まちがえやすい漢字」 

（光村図書 四） 

 

※４月 

「漢字の組み立て」の 

復習を含む 

家庭学習など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
漢字の覚え方を工夫しよう 
漢字の読み書きは、岐阜県の子どもたちの課題の一つです。これまでにも、「各領域の言語

活動において、既習の漢字や語句を意図的に取り上げて指導する」「総合的な学習の時間や特
別活動などの国語科の授業外で、国語で学んだ知識や技能を活用させる指導を行う」といった
指導改善を提案してきました。家庭学習などでも取り組むことの多い漢字の学習については、
子どもたちが「単調で作業的」「丸暗記」という意識ではなく、「正しく使うこと」「日常の中
で使うこと」を意識して取り組むことができるよう工夫することが必要です。子どもたちが、
漢字に興味をもち、考えながら楽しく覚えられる学習活動を工夫してみましょう。 

子どもたちに、漢字にはそれぞれ意味

が含まれていることを捉えさせることが

大切です。意味や使い方を考えて覚える

ことのよさを伝えましょう。 

 ワークシート活用場面例 

単元終末に「まちがえやすい漢字」の例題と

して扱うことができます。また、４月「漢字の

組み立て」の学習を振り返る時間を設定するこ

とで、部首からも漢字の意味が捉えられるのを

確認することも効果的です。 

単元終末にワークシートに取り組むことで、

既習の同音の漢字について確認することができ

ます。また、まちがえやすい漢字として意識し

て覚えさせたい「送り仮名が必要な漢字」につ

いても、確認することができます。 

文や文章の中で使う経験、また、日常の中で使わ

れている漢字を探す経験など、様々な語句に触れる

機会を設定することが大切です。 

身の回りのどこで使われている漢字で
しょう。 

「同じ読み方をする漢字」「形のよく似た漢字」に

ついては、どのような時に使われるのか、どのよう

に使い分けるとよいのかを子どもたちに発見させる

ようにしましょう。 

形が似ている漢字は、どのように使い分けるとよ
いのでしょう。 

 
ポイント 

 

同じ部首をもつ漢字は、どんな
仲間だったでしょう。 


